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暫
畢
欝
究
　
錦
嵩
胃
八
十
三
號

眠
目

数

學
「
基

礎

論
」

i
一
そ
の
墓
本
問
題
と
意
義
一
1
（
承
前
）

近

藤

洋

逸

五

　
　
　
　
　
　

　
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
に
よ
つ
て
膚
然
臓
～
論
の
無
矛
盾
性
無
明
が
完
成
さ

れ
た
今
口
の
「
基
礎
論
」
の
中
心
課
題
は
敷
學
解
析
の
無
矛
盾
性

誰
明
に
向
っ
て
み
る
。
と
こ
ろ
が
、
周
知
の
如
く
自
然
敷
論
の
領

域
で
あ
る
自
然
数
集
合
と
徽
學
解
析
の
領
域
で
あ
る
實
数
集
合
と

の
間
貸
な
、
「
例
へ
ば
そ
の
濃
度
に
於
て
最
も
明
瞭
に
あ
ら
は
れ
て

み
る
・
期
く
に
、
性
絡
…
を
本
質
的
に
異
に
す
る
も
の
が
あ
る
。
蔭
然

激
論
で
は
、
そ
の
領
域
が
可
附
番
な
集
合
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
の

用
み
る
演
算
は
、
ま
た
こ
れ
の
螢
足
す
る
公
理
系
は
、
構
…
成
的
に

一
歩
一
歩
と
、
個
汝
の
密
奏
番
の
要
素
を
基
礎
と
し
て
、
理
解
さ

れ
る
こ
と
が
出
來
る
。
然
る
に
實
数
集
合
、
こ
の
典
型
的
な
超
可

附
番
集
A
口
を
墓
礎
と
す
る
撒
學
解
析
で
は
菓
情
は
全
く
異
る
。
こ

玉
で
は
可
附
番
箇
の
鋼
た
の
要
素
を
材
料
と
し
て
、
ヒ
れ
を
蓮
結

し
て
行
く
雷
は
穿
構
…
戯
的
な
演
算
の
ほ
か
に
、
ま
た
数
學
的
蠕
納

法
（
勿
論
有
限
の
）
を
モ
デ
ル
と
す
る
如
き
構
成
的
な
法
則
的
な
方

法
の
ほ
か
に
、
蓮
績
な
集
合
そ
の
も
の
を
書
割
と
し
、
こ
の
集
合

を
媒
介
と
し
て
そ
れ
に
含
ま
れ
る
要
素
の
性
質
或
は
存
在
を
規
定

す
る
手
績
（
こ
れ
は
駄
◎
算
紅
藻
㌶
暮
ぞ
。
コ
穿
く
。
暴
旨
呪
Φ
影
と
書
は

れ
る
、
聾
P
V
と
略
奪
す
る
）
が
暴
平
行
は
れ
る
。
例
へ
ば
デ
デ

キ
ン
ト
の
費
徽
の
擦
骨
、
ま
た
實
棋
聖
禽
の
上
限
下
限
存
在
定
理

に
於
け
る
如
く
に
。
こ
玉
で
は
構
成
主
義
の
み
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と

い
ふ
も
の
は
、
現
實
の
黙
費
と
し
て
ま
さ
に
不
可
能
な
の
で
あ

る
。
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か
や
う
な
事
項
に
あ
る
激
學
解
析
の
無
矛
盾
性
誇
畷
は
、
よ
し

ゃ
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
惣
然
数
論
の
そ
れ
の
場
合
と

署
し
く
異
っ
た
親
勲
細
か
ら
、
異
っ
た
方
法
で
以
て
知
行
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
、
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
困
難
な
墓
満
は
、
現
在
の
「
基
礎
論
」
の
状
態
に
翻
口
然
と

あ
ら
は
れ
て
み
る
。
　
一
九
三
六
年
に
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
が
自
然
数
論
の

無
矛
盾
性
讃
明
に
成
功
し
て
以
來
、
こ
ゆ
ゲ
ン
ツ
轟
ン
の
水
準
を

突
破
し
た
も
の
は
見
営
ら
ぬ
。
ア
ッ
ケ
ル
マ
ン
の
一
般
集
奔
論
の

無
矛
盾
性
誰
明
（
前
出
）
も
、
公
理
系
か
ら
肝
心
の
無
限
性
公
理
が

あ
ら
か
じ
め
除
去
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
町
明
は
何

ら
原
理
酌
に
新
し
い
も
の
を
も
提
起
し
て
は
み
な
い
。
ゲ
ン
ツ
ェ

ン
は
昨
年
、
彼
の
以
舵
の
諮
明
を
改
良
し
た
も
の
を
提
出
し
て
ゐ

　
ぷ
ホ

る
が
、
こ
れ
も
彼
が
以
前
に
到
蓬
し
た
水
準
を
踏
み
越
え
た
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
ヒ
ル
ベ
ル
ト
は
「
数
學
悲
劇
論
」
の
第
二
巻
を
公

刊
し
、
こ
れ
が
完
結
篇
と
な
っ
て
み
る
が
、
そ
の
中
で
も
無
矛
贋

性
平
明
は
自
然
数
論
の
水
準
線
上
に
と
壁
ま
り
、
た
壁
ゲ
ン
ツ
ェ

ン
流
の
記
法
を
ヒ
ル
ベ
ル
ト
特
有
の
ε
出
演
を
罵
る
て
耀
算
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
誰
明
を
行
っ
て
み
る
の
み
、
数
學
解
析
に
就
て

　
　
　
　
　
数
墨
「
基
礎
論
」

は
、
そ
れ
の
公
理
系
の
記
號
化
を
附
録
論
文
で
扱
っ
て
み
る
が
、

そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。

＊

O
o
三
N
o
幽
ご
ツ
ジ
9
■
≧
戸
一
〆
じ
づ
【
一
＝
p
　
（
6
ω
α
）
・
Q
Q
ω
●
轟
ゆ
㌣
い
2

0
窪
貫
9
ど
U
搭
σ
窺
夷
9
ゴ
♂
．
触
歌
劇
。
【
ρ
σ
q
o
ぎ
魯
騰
詳
属
硅
財
2
餐
謡
凶
－

合
プ
。
二
〇
呪
三
μ
（
μ
智
要
覧
（
o
環
3
三
薦
　
累
9
6
男
拶
u
・
。
・
…
薦
（
げ
。
。
／
≦
（
ヴ
7

壱
三
9
呂
。
剛
ぎ
冨
σ
o
ノ
．
怠
。
・
Φ
9
・
漆
門
（
駕
。
お
ぎ
。
鐸
一
瓢
2
巴
μ
8
嵩
ρ
醒

（
㌘
、
o
篠
。
膨
ε
σ
q
o
p
塁
雪
び
。
瞬
斧
三
乞
N
〔
碍
○
、
≡
乙
一
聲
弓
磯
（
ご
．

o
誉
笈
窪
／
＜
響
。
蕊
2
μ
ρ
摩
⇒
「
露
2
0
喝
。
薦
。
」
澄
津
轟
’
δ
鴇
）

O
・
；
ぎ
窯
　
三
益
℃
・
　
切
。
叢
3
ρ
　
（
ゴ
∋
（
菊
畿
。
降
　
（
写
門

ヨ
簿
プ
。
き
蔓
斧
’
留
P
一
一
●
6
呂
．

　
と
こ
ろ
が
我
々
は
第
二
、
三
節
に
於
て
、
ゲ
ン
ツ
ェ
ソ
が
ス
コ

ー
ソ
ム
の
「
畑
…
蹴
封
性
定
輔
埋
」
（
国
入
は
レ
ー
ヴ
エ
ン
ハ
．
呑
ム
・
ス
コ
ー

レ
ム
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
）
を
こ
の
難
關
突
破
の
武
器
と
し
て
利
用

し
よ
う
と
い
ふ
企
國
を
知
っ
た
。

　
こ
の
定
理
に
よ
る
と
i
総
じ
て
　
定
種
類
の
公
理
系
に
蔑
し

て
任
意
に
高
い
濃
度
の
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
と
き
は
、
そ
の
公
理

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
カ

系
を
満
…
足
さ
せ
る
可
附
番
の
モ
デ
ル
が
既
に
存
在
し
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
は
こ
の
定
理
を
掛
戸
と
認
め
、
こ
れ
を

徽
観
ず
解
…
析
の
煽
四
A
撒
に
も
滴
一
飛
患
來
る
・
こ
考
へ
、
次
の
加
洲
く
に
推
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
九
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哲
學
欝
究
　
第
二
百
八
十
蕪
號

す
る
。
郎
ち
、
超
可
附
番
集
合
な
領
域
と
し
て
威
話
す
る
数
學
解

析
の
如
何
な
る
定
理
も
、
可
三
番
集
ム
只
乃
至
モ
デ
ル
）
に
於
て
威

立
し
て
み
な
け
れ
ば
癒
ら
ぬ
。
故
に
超
可
附
番
集
含
は
、
　
「
塞
礎

論
し
の
立
場
か
ら
は
何
ら
顧
慮
す
る
必
要
も
な
く
、
可
附
番
集
合

の
燃
切
△
鱗
に
、
そ
れ
γ
り
定
理
を
ひ
き
直
し
て
考
へ
れ
ば
よ
い
。
か
く

し
て
数
學
解
析
の
無
矛
盾
性
讃
明
も
、
原
理
的
園
難
な
し
に
自
然

数
論
の
そ
れ
と
附
檬
に
遽
行
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
鱒
一
際
、
管
ハ
激
集

合
そ
の
も
の
は
超
回
附
番
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
激
卜
者
が
扱
ふ

呼
数
の
み
の
集
合
は
可
工
期
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
と
。

　
か
く
て
ゲ
ン
ツ
ェ
ソ
は
超
可
附
記
集
合
そ
の
も
の
は
、
思
惟
の

彼
岸
に
お
し
や
っ
て
了
ふ
。
だ
が
果
し
て
さ
う
で
あ
ら
う
か
。
彼

は
葺
P
V
を
正
當
に
評
讃
し
て
み
る
の
だ
ら
う
か
。

　
だ
腫
か
傭
四
は
と
奇
も
あ
れ
、
稗
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
の
「
推
則
し
は
ス
コ
ー
レ

ム
の
窟
毎
回
定
理
に
よ
夢
か
エ
っ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

定
理
の
吟
味
は
無
駄
で
ぱ
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
ス
コ
ー
レ
ム
臨
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

の
N
P
V
槻
を
も
吟
味
す
る
の
も
興
味
あ
る
こ
と
だ
ら
う
。

　
＊
　
ス
コ
ー
レ
ム
の
こ
の
．
心
属
理
に
就
て
け
…
甚
ゼ
起
不
心
兀
金
乍
・
b
蕉
へ
輪
（
折
僻

　
　
　
學
研
究
、
昭
熱
十
【
館
ム
鳳
月
號
）
で
隅
れ
、
三
三
し
た
淋
計
．
㌧
が
あ

　
　
　
る
。
　
そ
し
て
写
実
酌
結
．
集
に
到
擁
し
た
。
　
筆
者
の
覗
衣
・
の
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

も
、
弼
ら
そ
れ
か
ら
蓬
益
す
る
こ
と
も
な
く
、

ん
ど
阿
じ
と
言
っ
て
よ
い
。

．．Sm－

IN

大
翼
に
於
て
は
殆

　
掠
、
ス
ゴ
ー
ソ
ム
の
「
相
甥
性
定
理
」
は
如
何
な
る
根
櫨
か
ら

成
立
す
る
の
で
あ
ら
う
か
、
こ
れ
に
答
へ
る
た
め
に
、
そ
の
推
論

の
行
程
を
吟
味
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
集
合
の
要
素
を
x
、
ア
、
z
で
あ
ら
は
す
。
幕
望
は
x
が
ア
の

要
素
で
あ
る
こ
と
を
一
己
す
。
ヘ
ム
酪
剛
の
脇
一
理
曲
オ
。
ヘ
レ
ー
シ
ョ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
レ
　
　
　
　
　
　
エ
ス
の
ギ
ブ
ト

　
　
ひ
ヒ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
じ
ダ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
ト

ー
み
鶯
定
（
一
）
、
分
離
（
十
〉
、
結
合
（
・
）
n
凡
て
（
∬
）
、
在
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
も
　
　
も
　
　
む

（
～
￥
一
な
有
限
三
囲
減
し
て
得
ら
れ
る
命
題
を
確
定
命
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
も
　
　
も

ρ
ざ
口
鼠
ε
妻
蚤
蓉
捧
、
　
或
ば
数
命
題
鱈
讐
ぎ
押
回
薦
①
と
呼
び
、

そ
し
！
」
謬
、
シ
、
：
：
が
可
鑓
で
あ
る
場
合
を
、
諾
、
叙
・
：
・
が

一
定
と
考
へ
ら
れ
る
場
合
及
び
諏
、
〃
、
　
．
：
に
す
べ
て
束
縛
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
も

號
∬
、
潔
が
結
び
付
く
場
合
か
ら
麗
生
し
て
、
確
定
命
題
函
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
る
　
も
　
う
　
も

ρ
象
三
雰
穿
曇
声
験
◎
急
三
三
¢
o
ゆ
又
は
激
命
題
函
数
　
N
魑
げ
営
β
給

蓄
筑
2
錘
葺
ぎ
帥
（
託
と
呼
ん
で
み
る
。

　
撮
、
話
語
計
算
學
の
法
則
を
幣
‘
み
る
と
、
各
命
題
．
函
聯
凱
に
含
ま



れ
て
る
る
束
縛
飯
野
を
す
べ
て
先
頭
に
出
す
ζ
と
に
よ
っ
て
、
所

　
め
　
　
も
　
　
も

謂
標
準
彫
装
2
．
ヨ
酔
瓢
？
哩
葺
を
つ
～
・
る
こ
と
が
出
嫁
る
。
こ
れ
の

一
般
形
は

　
　
｝
；
：
》
d
（
旨
、
で
：
：
コ
噌
ミ
．
レ
ざ
ご
ワ
：
●
こ
ン
，
遥
）

　
　
L
燃
同
　
　
　
．
鯉
，
触
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も

で
あ
る
σ
但
し
A
は
π
叉
は
2
の
い
つ
れ
か
で
あ
る
。
U
は
初
等

も
　
　
も
　
　
わ
　
　
も

命
題
函
激
亀
9
づ
の
暮
讐
δ
　
卜
盛
巽
σ
簗
（
三
㌘
鼻
勲
三
μ
と
名
付
け
ら

れ
、
こ
れ
は
結
A
獄
、
分
離
、
否
定
の
み
を
オ
ペ
レ
1
シ
ョ
ン
と
し

て
構
…
成
さ
れ
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
理
計
算
の
勝
謂
ブ

等
ル
展
鰯
⇔
ご
o
o
ぎ
蓉
げ
O
ぱ
暮
鼠
鼻
ゴ
躍
⑩
を
使
用
し
て
展
開
す
る

も
偏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
呉
』
、
【
2
レ
一
）
：
：
へ
亀
導
ε
＋
浮
？
、
脅
．
閑
）
：
：
（
蕎
卿
レ
、
・
）
＋
：
：
＋

　
　
　
　
黛
窯
り
分
．
塾
・
【
）
：
：
分
ざ
ρ
寒
）

　
　
と
な
る
。
但
し
塚
随
は
．
「
x
は
ア
の
妻
素
で
な
い
」
と
い
ふ
こ

　
　
と
を
示
す
。
そ
し
て
α
は
儒
（
0
で
あ
ら
は
す
）
叉
は
眞
（
1
で

　
　
あ
ら
は
す
）
の
い
つ
れ
か
の
翼
理
櫨
を
あ
ら
は
し
て
み
る
も
の
と

　
　
す
る
。
言
ひ
か
へ
れ
ば
プ
ー
ル
の
展
開
式
は
U
の
あ
ら
ゆ
る
可
能

　
　
な
場
合
を
含
め
て
顯
示
し
允
竜
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で

　
　
展
開
式
の
含
ん
で
み
る
論
理
積
粗
互
の
順
序
は
次
の
如
く
に
定
め

蜥
　
　
　
　
　
鍛
羅
「
塞
礎
論
し

る
。
今
、
要
素
と
集
合
と
の
閥
係
髪
一
般
に
歌
，
、
げ
ノ
で
示
す

と
す
れ
ば
、
◎
、
U
（
・
、
こ
身
n
ρ
◎
べ
霞
脇
な
ら
ば
、
「
か
嗣
瞬
さ
）

：
・
？
㌦
§
口
・
箭
）
を
つ
ド
、
、
｛
き
〉
：
：
（
訂
随
ぐ
・
脇
・
～
ご
）
よ
り
も
前

に
お
く
、
そ
し
て
各
論
理
積
の
内
部
の
各
項
の
順
序
は
一
く
け
叉

は
一
“
F
焔
く
押
な
ら
ば
き
。
、
ミ
を
ミ
為
。
、
、
緊
ホ
よ
り
も
前
に
誇

く
。
但
し
d
酬
は
ε
叉
は
・
ε
で
あ
る
。

　
遜
項
謬
の
番
號
付
け
は
種
々
の
仕
方
で
可
能
で
あ
る
か
ら
（
從

っ
て
命
題
函
詳
数
は
種
々
の
形
で
表
示
さ
れ
得
る
、
と
い
ふ
の
は
纂

賢
で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
こ
と
は
我
々
の
議
論
に
は
ど
う
で
竜
よ

い
こ
と
で
あ
る
。
と
に
か
く
こ
れ
ら
命
題
函
鍛
の
表
示
が
軍
純
無

限
系
列
の
形
に
ハ
即
ち
膚
然
激
系
列
の
形
に
）
順
序
付
け
ら
れ
得
る

こ
と
を
示
さ
う
Q

　
先
づ
ぬ
の
僑
〃
に
つ
い
て
順
序
付
け
る
。
郎
ち
＃
畿
戸
の
も
の
を

他
の
・
も
の
よ
・
り
・
も
前
に
語
き
，
そ
の
次
に
躊
鑓
鱒
の
も
の
、
更
に

こ
の
後
に
爵
ロ
q
9
の
も
の
を
、
等
汝
と
並
べ
る
。
そ
し
て
1
1
が
碍

じ
値
を
も
つ
と
き
に
は
、
斌
の
値
に
從
っ
て
緋
列
す
る
。
ま
た
斑

も
獄
も
同
じ
値
を
も
つ
て
み
る

　
　
跨
：
；
弊
「
q
？
，
幽
＝
：
．
＝
一
・
ミ
：
：
：
穿
）

　
　
瀞
尊
門
　
　
レ
，
、
、
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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暫
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研
寵
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二
蕎
八
十
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卜
、
・
：
・
卜
、
d
（
き
切
・
：
こ
」
、
ミ
＝
：
：
門
ミ
）

　
　
」
心
　
　
　
　
聖
『
唾
≧

よ
り
も
前
に
誇
か
れ
る
の
は
、
浮
鑓
｝
、
で
あ
る
な
ら
ば
ト
艮
タ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
高
　

』
‘
㍉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
民
　
　
　
■
、
一
域

霞
始
（
、
〈
、
）
の
場
合
で
あ
る
。
以
上
の
す
べ
て
が
岡
じ
の
場
合
に

は
U
の
内
部
の
雛
…
成
に
從
っ
て
順
序
付
け
る
。
帥
ち
8
躍
黛
、
ひ

ミ
H
甜
皐
鐸
。
（
、
〈
、
）
な
ら
ば
q
”
始
§
－
一
ぎ
は
d
、
始
§
、
炉
よ

り
も
前
に
お
く
の
で
あ
る
。

　
以
ト
…
に
よ
っ
て
凡
て
の
確
定
命
題
函
激
を
一
つ
の
箪
純
無
限
系

列
の
形
に
…
順
序
付
け
る
こ
と
が
嵐
來
る
。
任
意
に
興
へ
ら
れ
た
命

題
函
数
も
上
蓮
の
如
き
形
で
表
示
す
れ
ば
、
系
列
中
の
そ
れ
の
位

置
は
容
易
に
見
付
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
　
　
　
　
　
　
●

　
さ
て
ス
コ
ー
レ
ム
の
賞
面
の
課
題
は
、
集
合
論
の
公
理
（
こ
玉

で
は
ツ
ェ
ル
メ
・
、
フ
レ
ン
ケ
ル
の
集
含
論
公
理
系
が
事
象
と
さ
．

れ
て
る
る
）
を
す
べ
て
数
命
題
と
し
て
、
若
し
く
は
と
も
か
く
敷

命
題
の
可
面
隠
「
集
合
」
の
岡
時
的
威
立
と
し
て
、
表
示
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
す
に
あ
る
。
若
し
こ
の
課
題
が
肯
定
的
に
解
か
れ

る
な
ら
ば
、
「
相
封
栓
定
理
」
に
よ
ち
て
集
合
論
は
既
に
可
附
番
領

域
で
威
立
す
る
こ
と
が
麟
結
さ
れ
、
か
く
て
武
断
番
以
上
の
集
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

を
特
色
付
け
る
集
合
論
の
命
題
は
存
在
し
な
く
な
り
、
こ
玉
に
知

名
［
な
ス
コ
ー
レ
ム
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
生
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
ま
つ
｝
滋
。
診
二
二
切
。
訟
曽
四
ぎ
訴
ぴ
。
津
へ
集
合
灘
、
ツ
、
・
κ
に
つ

い
て
、
n
が
¢
の
要
素
で
、
　
ミ
腱
磯
な
ら
ば
ツ
も
・
・
の
要
素
で
あ

る
）
を
記
號
化
す
る
と

　
　
昌
潮
嶺
（
（
τ
↑
、
還
）
十
つ
醗
）
十
（
、
甫
Q
）
）

　
　
・
↑
．
、
々

と
な
る
。
但
し
ミ
箭
聖
は
ミ
H
蟹
の
否
定
で
あ
り
、
且
つ
籍
目
健
は

の
　
嶺
（
（
狩
岬
、
）
（
疑
翼
）
十
（
鴇
ご
（
墨
・
）
）

で
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
定
義
を
糟
み
れ
ば
曇
霞
、
零
は
容
易
に
除

か
れ
る
。

　
零
集
合
存
在
公
．
理
は

　
　
娩
嵩
（
始
≒
）

　
　
」
、
隔

で
記
転
化
さ
れ
る
。

　
卜
鼠
9
⇒
飾
＄
冠
餐
讐
ご
鐙
（
如
何
な
る
集
合
灘
、
〃
に
出
し
て

も
こ
の
躍
と
シ
と
を
含
む
集
合
z
が
あ
る
）
は
次
の
式
で
記
號
化

さ
れ
る
。

　
　
勲
畿
ヒ
（
需
“
）
（
い
、
9
、
）

　
　
ヒ
ミ
い
も

　
鯵
紙
。
彫
負
葺
く
Φ
き
汐
蒔
毎
μ
σ
q
は
記
號
化
す
る
と
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乱
雲
（
避
、
器
某
鍵
へ
）
（
、
へ
農
）
）

　
　
■
噌
、
Q
　
　
　
　
匿

と
な
る
。

　
臣
抵
9
葺
臼
霧
噂
。
酔
9
同
N
諺
○
⇔
σ
q
o
（
如
釘
．
な
る
集
合
甜
に
封
し
て

も
餌
の
凡
て
の
部
分
集
合
g
を
要
素
と
す
る
集
合
㌢
あ
り
）
は

　
　
心
逼
鳶
（
（
～
、
＄
X
、
轟
門
）
十
（
驚
凝
）
）

　
　
鼻
．
慢
h
ミ

で
記
號
化
さ
れ
る
。

　
無
限
性
公
理
も
選
擢
公
理
も
陶
様
に
激
命
題
で
表
示
す
る
こ
と

が
撮
來
る
。

　
と
こ
ろ
が
b
戸
戸
器
ε
乙
O
誉
葺
σ
q
警
艮
。
影
（
数
命
題
函
激
掬
を
成
立

さ
せ
る
集
合
謬
を
婆
素
と
す
る
集
合
呪
を
、
然
ら
ざ
る
他
の
集
合

π
か
ら
麗
薄
し
得
る
）
は

　
　
§
自
・
：
・
建
謡
〔
令
覇
ε
（
ヒ
鴇
ミ
）
肉
へ
・
こ
・
嬉
沖
：
し
十

　
　
厨
∀
・
砿
　
　
　
ミ
蕊
ヒ

　
　
（
』
、
溶
き
（
（
需
ミ
）
牽
恥
（
融
き
鉾
・
：
）
）
〕

で
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
表
示
に
於
て
は
記
文
π
が
す
べ
て
の
命
題

函
数
に
關
興
し
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
式
は
明
か
に
激
命

題
で
は
あ
り
繕
な
い
。
こ
の
表
示
は
E
に
謝
し
て
逐
次
に
、
と
に

か
く
存
在
し
て
み
る
命
題
函
数
を
導
入
す
る
と
き
に
得
ら
れ
る

個
汝
の
甜
数
命
　
題
の
発
部
の
同
時
曲
爪
女
常
【
を
要
求
し
て
み
る
も
の
と

　
　
　
　
　
数
壌
「
墓
礎
論
」

解
繹
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
前
に
示
し
た
如
く
、
確
定
命

題
函
数
は
可
附
番
化
さ
れ
る
か
ら
、
E
に
封
し
て
、
存
在
す
る
綱

々
の
命
題
函
数
を
代
入
し
て
生
ず
る
餌
々
の
敷
命
題
の
輩
純
無
限
・

系
列
の
圃
一
時
成
立
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
右
の
式
は
瓢
外
命
題
の
軍
な

る
叢
張
に
す
ぎ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

・
≧
ぎ
乙
9
匿
騒
罫
・
・
の
も
ま
っ
た
く
同
様
に
離
郷
す
る
こ

と
が
出
監
る
。

　
か
や
う
に
し
て
公
理
は
す
べ
て
数
命
題
に
縛
形
さ
れ
、
こ
れ
で

誰
明
の
準
備
が
絡
る
。

　
さ
て
「
定
理
し
一
刀
、
数
命
題
Z
は
矛
盾
を
持
つ
か
、
然
ら
ざ
れ

ば
既
に
可
附
番
の
領
域
に
於
て
充
實
可
能
で
あ
る
」
一
1
…
の
誰
明

の
中
心
的
部
分
に
入
っ
て
宥
く
。

　
Z
は
、
原
命
題
函
数
A
B
C
：
：
を
基
礎
と
し
て
構
威
さ
れ
て

み
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
．
函
数
は
領
域
8
か
ら
の
任
惹
の
ア
ー
グ
メ

ン
ト
値
に
堕
し
て
、
Z
を
翼
な
み
し
め
る
如
き
も
の
と
假
定
す

る
。
す
る
と
Z
は
、
お
の
雲
華
番
無
限
（
場
舎
に
よ
つ
て
は
有
限
）

の
部
分
領
域
8
に
於
て
既
に
成
立
し
て
み
る
、
と
主
張
す
る
の
が

「
定
理
し
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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哲
墨
∴
鮒
究
　
第
二
頁
八
十
鼠
號

　
先
づ
簡
箪
な
場
合
と
し
て
数
命
題
濤
b
◎
渥
）
を
考
察
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
，
、

う
。
こ
の
命
題
の
意
味
を
直
槻
弓
義
の
立
場
か
ら
解
繹
す
る
。
す

る
と
こ
の
命
題
は
、
領
域
8
の
各
要
素
に
勤
し
て
〉
（
一
L
弘
、
）
を
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
、

立
さ
せ
る
要
素
ツ
を
…
封
慮
さ
せ
る
三
際
の
手
綾
（
こ
れ
を
ρ
か
で
示

す
）
が
知
ら
れ
て
み
る
こ
と
を
表
示
し
て
み
る
。
故
に
右
の
数
命

題
は
b
分
，
．
、
恥
）
）
が
領
域
8
の
各
要
素
灘
の
…
封
し
て
威
立
す
る

こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
さ
て
α
を
8
の
任
意
の
要
素
と
し
、
こ
の
ω
を
八
ノ
の
躍
に
代
入

し
て
得
ら
れ
る
要
素
を
わ
と
す
る
。
そ
し
て
α
と
6
と
の
集
合
を

M
と
し
、
M
の
す
べ
て
の
要
素
を
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
仕
方
で
諾
に

代
入
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
若
干
梱
の
要
素
が
出
て
く
る
。
こ
れ
ら
・

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

と
M
の
要
素
と
の
合
併
集
合
を
M
と
す
る
。
等
汝
。
こ
の
オ
．
ヘ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
無
際
限
に
績
行
ず
る
と
、
集
合
の
無
限
系
列

ソ
8
ご
羅
鵬
塊
：
・
を
得
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
憂
…
禮
の
合
併
集
合
を

8。

ﾆ
す
る
な
ら
ば
、
明
か
に
丑
。
は
お
の
部
分
集
合
で
あ
り
、
且
つ

可
三
番
で
も
あ
る
。
し
か
賂
こ
の
B
。
の
中
で
右
記
の
数
命
題
は
成

立
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
謂
を
B
。
の
任
意
の
要
素
と
す
る
と
、

こ
れ
は
有
限
個
（
琵
虚
で
は
一
箇
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
含
む
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
閥

　
”
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
刑

合
M
が
あ
る
。
從
っ
て
罫
は
明
か
に
鵬
に
含
ま
れ
、
故
に
逸
。
に
も

含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
8
。
の
如
何
な
る
要
素
醇
を
と

　
　
　
　
　
　
り

つ
て
き
て
も
、
ハ
は
8
。
の
外
部
に
繊
て
行
く
こ
と
は
な
い
。
薩
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　

主
義
に
從
へ
ば
右
の
如
き
繕
果
に
必
ず
や
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
ス
コ
ー
レ
ム
に
よ
る
と
、
非
直
糊
圭
義
の
立
場
か
ら

も
、
選
擦
公
理
を
用
み
る
な
ら
ば
、
発
く
闘
こ
の
結
果
に
到
達
す

る
。
右
に
掲
げ
た
剛
自
浮
（
・
四
聾
弘
、
）
に
於
て
、
8
の
各
要
素
詔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
畠
慢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

封
し
て
｝
分
・
弘
、
）
を
成
立
さ
せ
る
要
素
軍
の
集
合
を
8
．
と
し
、
こ

れ
か
ら
選
擁
公
理
を
絹
み
て
代
表
の
要
素
を
選
び
回
し
、
こ
れ
を

の罫
と
す
る
な
ら
ば
、
　
臣
《
門
．
＼
9
）
）
を
得
る
。
か
く
し
て
前
と
ま
っ

た
く
間
じ
爾
法
で
讃
明
を
進
め
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
以
上
は
簡
輩
な
数
命
題
に
つ
い
て
津
あ
る
が
、
｝
般
の
数
命
題

に
つ
い
て
も
三
三
に
論
ず
る
こ
と
が
出
　
回
る
。

　
さ
て
、
ス
コ
ー
レ
ム
は
更
に
、
直
槻
圭
義
を
も
、
選
探
公
理
を

も
用
み
る
こ
と
な
く
し
て
、
所
讃
「
古
典
的
」
立
…
場
か
ら
も
、
「
定

理
し
を
誰
晦
し
得
る
と
い
ふ
、
簡
翠
な
数
命
題
Z

　
　
謬
d
（
喉
き
Q
）

　
　
「
噌
凝
ヒ

町

帆
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を
考
察
し
よ
う
。
U
を
穂
…
成
す
る
原
命
題
函
数
を
A
、
8
、
C
、

：
：
と
す
る
。
こ
の
命
題
が
成
立
す
る
と
は
、
領
域
8
か
ら
も
っ

て
來
た
凡
で
の
ア
ー
ブ
メ
ン
ト
縫
に
…
介
し
て
き
壷
る
A
、
8
、
C
、

：
：
の
翼
理
値
が
Z
を
翼
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

「
定
理
」
は
こ
の
と
き
「
Z
」
は
可
附
番
の
領
域
で
既
に
充
賓
可
能
な

り
、
と
い
ふ
こ
と
を
主
張
す
る
。

さ
て
領
域
8
の
任
意
の
要
素
を
一
と
名
付
け
る
と
、
先
づ
d

（
㌧
き
隠
）
が
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
で
Z
は
、
灘
の
す
べ
て
の
値
に
卜
し

て
、
Z
を
古
賢
さ
せ
る
要
素
シ
、
¢
の
存
在
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
か
ら
、
1
に
封
兆
し
て
き
ま
る
シ
、
g
を
夫
々
2
、
3
と
名
付

け
る
な
ら
ば
d
（
き
魯
㍉
）
が
成
立
す
る
（
第
一
同
㌔

　
次
に
忽
に
2
を
代
入
し
て
得
ら
れ
る
d
（
♪
ぎ
㎏
）
に
於
て
、
2

に
封
礁
…
し
て
定
ま
る
シ
、
g
を
夫
々
4
、
5
と
名
付
け
る
な
ら
ば

d
（
典
瓜
蛎
）
が
、
ま
允
忽
に
2
3
を
代
入
し
て
得
ら
れ
る
¢
¢
㌻
、
層
Q
）

に
於
て
、
3
に
勤
鷹
し
て
定
ま
る
ツ
、
2
を
夫
々
6
、
7
と
名
付

け
る
な
ら
ば
d
（
㍉
闇
黛
N
）
を
得
る
（
第
こ
同
）
。
　
更
に
二
様
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
無
際
限
に
綾
け
る
こ
と
が
出
　
茱
る
。
こ
の
オ
。
ヘ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
ぬ
簡
閲
行
．
・
ふ
と
要
素
陣
鳩
ゆ
b
c
◎
悔
：
：
博
b
り
、
斡
，
笠
－
同
を
得

　
　
　
　
　
撒
塁
電
導
論
」

　
る
か
ら
、
次
の
結
会
館
渓
9
轟
毎
μ
が
鐸
9
μ
〔
こ
れ
を
（
属
畿
∀
と
呼

　
ん
で
誇
く
〕
を
得
る
。

　
　
　
（
消
ご
φ
（
、
』
㍉
）
d
（
隔
気
曹
魅
）
d
O
恩
も
）
：
：

　
　
d
（
勧
、
、
へ
伴
砧
、
幅
t
i
恥
婚
、
隔
世
へ
）

　
さ
て
ピ
b
っ
矯
：
ご
ゆ
、
幅
士
一
H
を
自
然
徽
列
か
ら
の
姦
凶
番
目
の
戯

　
片
浮
ぴ
乙
α
o
げ
巳
窪
と
呼
び
、
瓦
で
表
示
す
る
と
、
Z
な
る
数
命
題

　
　
　
ざ
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
は
、
K
，
が
瓦
を
B
か
ら
適
當
に
選
び
出
せ
ば
翼
と
な
る
、
と
い
ふ

　
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
下
直
に
…
封
し
て
瓦
に
含
ま
れ

　
る
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
に
封
ず
る
原
命
題
函
数
A
、
お
、
C
・
：
・

　
に
適
當
に
貫
理
値
を
輿
へ
て
K
を
罪
な
ら
し
め
得
る
と
い
ふ
こ
と

　
を
主
張
す
る
。

塾

　
　
次
に
瓦
か
ら
と
っ
て
き
た
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
に
封
ず
る
原
命

　
題
函
数
の
眞
理
値
の
と
り
方
の
決
定
が
問
「
題
と
な
っ
て
く
・
る
。
ま

　
つ
ア
τ
グ
メ
ソ
ト
の
値
を
順
序
付
け
る
。
数
列

　
　
鵠
、
馬
匂
博
、
鴨
十
ド
．
：
M
ゆ
、
軸
，
罷
1
μ

　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
は
瓦
に
は
含
ま
れ
す
、
瓦
に
い
だ
っ
て
始
め
て
こ
れ
に
含
ま
れ

　
る
。

　
　
次
に
．
ざ
多
梶
を
δ
恩
◎
0
5
9
養
娼
げ
謎
○
げ
に
次
の
順
序
に
排
列
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
近
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醤
蟻
蕪
究
　
第
二
百
八
十
三
號

　
　
へ
き
曳
執
）
：
：
り
（
免
、
軸
整
哨
』
罫
き
砧
噛
、
・
㍗
じ
、
）

　
ま
た
日
二
℃
餌
を

　
　
（
卜
、
鳥
、
㍉
）
；
：
、
（
嬉
、
馬
｝
し
ず
目
層
鴨
、
、
芒
｝
，
r
＼
・
結
、
隔
定
｝
．
「
セ
，
こ

の
順
序
に
排
列
す
る
。

　
　
　
財

　
若
し
瓦
か
ら
の
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
が
既
に
順
序
付
け
ら
れ
て

み
る
な
ら
ば
、
ま
た
以
上
に
よ
っ
て
瓦
か
ら
の
そ
れ
も
す
べ
て
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

序
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
Ψ
瓦
の
そ
れ
を
す
べ
て
瓦
の
そ
れ

の
衝
に
語
く
、
と
い
ふ
こ
と
を
附
け
加
へ
さ
へ
す
れ
ば
充
分
で
あ

る
。
但
し
貧
。
に
は
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
は
な
い
。
以
上
の
郊
く
に

し
て
各
丑
に
封
し
て
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
は
完
金
に
一
凶
影
。
霧
、
に

順
序
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
数
命
題
Z
を
構
成
す
る
原
命
題
函
数
を
順
序
付
け
て

　
　
諺
ご
》
y
．
：

で
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
以
胃
上
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
写
る
と
、
A
コ
｛
炭
は
P
馬
か
ら
と
っ
て

來
た
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
に
…
封
ず
る
原
命
題
感
激
の
三
二
値
の
選

揮
の
仕
方
を
系
列
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ラ

屡
て
憲
函
数
の
懸
値
の
二
つ
の
選
畿
、
葉
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
る
。
い
ま
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
の
系
列
を
逐
か
ハ
に
追
跡
し
て
ρ
に

　
到
っ
て
姶
め
て
凡
て
の
原
命
題
函
数
A
が
必
ず
し
も
爾
選
揮
に
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
し
て
合
致
し
な
く
な
る
と
す
る
壽
そ
し
て
A
が
始
め
て
、
ρ
に
鋤

　
し
て
他
の
原
命
題
函
数
と
一
致
し
な
い
翼
理
値
を
も
つ
て
み
る
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

題
函
噂
し
、
黙
し
恵
．
が
駅
，
に
短
し
て
儒
で
あ
り
、
W
，
に
樹
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
て
翼
で
あ
る
な
ら
ば
、
㎎
，
を
W
ノ
よ
り
も
前
に
お
く
の
で
あ
る
。
・

　
　
曇
　
　
こ
の
瓢
～
で
も
勿
軸
醐
よ
い
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

げ

　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
瓦
か
ら
と
っ
て
き
た
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
に
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛
　
　
め

　
す
る
A
の
値
の
選
擁
W
に
次
の
順
序
が
成
立
す
る
。
W
，
が
W
，
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

り
も
前
に
あ
る
と
い
含
と
は
、
臨
（
影
く
二
）
の
内
で
蒜
，
と
鴨
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
げ

・
、
A
口
致
し
、
ま
轟
7
総
々
と
A
．
致
す
る
と
き
、
鴨
乃
講
ん
・
、
A
口

　
致
す
る
か
（
帥
ち
ρ
は
瓦
に
は
未
だ
に
含
ま
れ
て
み
な
い
）
、
　
然

　
　
　
　
　
掲
　
⑳

ら
ざ
れ
ば
聾
は
W
．
吉
も
前
に
あ
る
蔀
ち
ρ
は
R
を
も
含
め

　
て
R
以
前
に
翫
に
含
ま
れ
て
み
る
）
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
瓦
は
自
評
の
威
立
を
主
張
し
て
み
る
か
ら
、
瓦
を
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

奮
し
め
る
華
箇
の
鴨
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
碧
階

　
の
解
蟹
O
の
朗
⇒
σ
q
塔
。
耀
融
窪
麓
と
名
付
け
て
お
く
Q
h
階
の
解
は
瓢
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階
（
葺
く
こ
で
も
域
立
す
る
か
ら
、
　
そ
れ
は
鵡
階
の
解
の
あ
る
も

の
と
、
し
か
も
唯
一
つ
の
も
の
と
、
鼠
の
内
部
で
は
　
致
し
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
n
鵬
階
の
解
は
m
階
の
解
の
競
μ
縛
一
冑
O
憎
壁

皿
9
磐
毎
騎
で
あ
る
。
然
る
に
各
階
の
解
の
箇
敷
は
有
限
で
あ
る
か

ら
（
何
故
な
ら
ば
ア
ー
グ
メ
ン
ト
の
値
は
有
限
箇
で
あ
る
か
ら
）
、

そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
更
に
任
意
に
高
い
各
階
へ
の
接
績
を
も
つ
て

み
る
解
が
必
ず
や
含
ま
れ
て
み
る
。
こ
れ
を
F
郷
団
－
U
禽
⊆
昌
5
9
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

呼
ん
で
家
う
。
藩
の
F
解
を
、
も
と
の
覆
釈
，
の
順
序
で
排

列
し
て
　
　
　
　
　
　
　
憩

　
　
8
（
菖
　
ど
。
（
、
斡
）
：
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
月
　
　
V
　
　
L
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰
　
の

と
す
る
。
す
る
、
」
如
何
な
る
鷺
に
封
し
て
秀
、
　
拠
，
は
罫
、
の
接
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
三

で
あ
る
。
さ
て
各
澄
に
就
い
て
原
命
題
函
激
の
翼
理
値
を
し
に
從

っ
て
定
め
る
な
ら
ば
、
明
か
に
数
命
題
Z
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
充

賢
さ
れ
る
。
以
上
で
「
定
理
」
の
諮
明
は
絡
る
。

　
以
・
上
の
讃
明
は
Z
が
一
般
の
形
を
も
つ
て
み
る
と
き
に
も
全
く

岡
じ
論
法
で
途
行
ず
る
こ
と
が
出
來
る
。
但
し
誇
明
は
勿
論
複
難

に
は
な
る
が
、
そ
れ
は
際
理
的
に
は
何
ら
新
し
い
も
の
を
喝
示
し

　
　
　
　
　
数
學
「
藻
礎
論
」

は
し
な
い
。
敏
に
以
上
で
「
芝
繋
性
定
理
」
の
誰
明
の
叙
蓮
を
絡

る
こ
と
に
し
て
、
こ
の
「
定
理
」
の
批
制
的
吟
味
に
う
つ
る
こ
と

に
す
る
。
（
未
完
）
　
一
九
三
九
・
九
・
三
〇六

七


